
 

 

 

 

 

【留学生活の前半終了】 

なんということでしょう。9 月から始まった BESIGN での留学生活ですが、気が付くと 1 学

期が終わってしまいました 

 前期を通して行われる企業とのパートナーシッププロジェクトも、最終プレゼンまで無事に

終えることができました。学年を超えたプロジェクトや日々の学校生活の中で、たくさんの友

人ができたことは本当に嬉しいことです。BESIGN には多様な国籍の学生が集まっているの

で、日常的に文化交流が行われて楽しい日々を過ごせています。 

 

【リヨン、織物旅】 

前期と後期の間の 1 週間の休みを利用して、フランス南東部の

都市であるリヨンに行きました。ローヌ川とソーヌ川の 2 つの川

が合流しており地形からも文化や歴史の発展が感じられるような

場所です。街の中心の丘の上には絹と織物で栄えた歴史ある職人

街があり、服飾関連の博物館ではヨーロッパ最大級とも言われる

リヨン織物装飾芸術博物館も街の中心にあります。服飾文化に興

味のある僕からしたら最高の街です。 

楽しみすぎて 2 日間かけて滞在しようと考えていたリヨン織物

装飾芸術博物館。なんと、改装中ということで閉館していまし

た。フランスにきて一番ショックな出来事でした。何とか留学期

間が終わる前にオープンしてほしい。心の奥底から強く願います。 

丘の上の職人街では、絹の生産に使われていた織機を実際に見る

ことができる博物館や、リヨンの織物を販売しているお店があり、

見ごたえたっぷりです。 

生地屋さんの女性が伝統的な織物産業の後継者不足や、高いレベ

ルでの教育が難しいことなど、織物産業が抱える問題についての話

を聞かせてくれて、日本の織物産地の問題との共通点などにも気づ

くきっかけになりました。変わりゆく時代の流れの中で織物産業

が、人間社会と地球に対して、どのような振る舞いができるのか。

“伝統”と“変化”の狭間で何ができるのか。考えてもなかなか答えは

出ませんが、考え続けたいトピックです。 

博物館には行けなかったですが、布を買ったり、織物を取り扱う

人と話したりと織物に浸る素敵な時間を過ごせました。 

 
Masato TANAKA 

 

MONTHLY 
REPORT 

2023 年2 月 

高さ２ｍ越えの 

巨大な織機 



【パン・オ・ショコラ】 

 新しい街に行くたびに、その街で一番グーグルマップでの評価の高いベーカリーを探して、

日々パンを楽しんでいますが、今回のリヨン旅で食べたパンオショコラは格別でした。フラン

スでの生活の中で一番口にしているパンがパンオショコラ。正直どのパン屋さんもおいしいの

ですが、ずば抜けておいしい、感動のパンオショコラには出会っていませんでした。 

リヨンの旧市街の駅前のベーカリー。パンオショコラがおいしいと事前に調べていたので、

迷わず注文しました。渡された袋から伝わる温かさ。袋

の上か触れただけでわかるデニッシュ生地の空気感と多

層感。袋を開けるとパンオショコラ特有のバターとチョ

コの香ばしい香り。空気と生地の層を感じながら、パク

っと一口。こんがり焼けた小麦と濃厚なバターの香り、

そしてチョコレート。ああ、なんておいしいのかしら。

１ユーロの贅沢です。たまにこういった本当に感動する

パンに出会えるのでパン巡りはやめられません。 

お店に行き、パンを渡された瞬間から店を出て食べるまで、すべての過程をじっくりと楽し

む、新たな発見と新しい世界との出会い。素晴らしきパンの旅。パンの多様性の魅力は僕を掴

んで放しません。 

 

【カーニバル】 

2 月は様々なところでカーニバルイベントが行われており、ニースでも大きなカーニバルが

開催されていました。ヨーロッパの中でも最大級のニースカーニバルは 2 週間にわたって街を

明るく陽気な空気に包んでいました。昨年のワールドカップのようなクレイジーな空気感では

なく、たくさんの観光客による穏やかな賑わいといった感じです。 

また、かつて柑橘系果物の貿易で栄えた街であるマ

ントンでは、レモンフェスティバルという、町中が大

量のレモンやオレンジで包まれるイベントがありまし

た。黄色とオレンジで埋め尽くされた町は柑橘系のさ

わやかな香りで満たされ、圧倒的でした。マントンの

ベーカリーで買ったレモンタルトとレモンパイがとて

もおいしかったです。 

ほかにも 2 月は、たくさんの教会を訪れたり、アル

プス最高峰であるモンブランを見たり、フランスの雪

山で人生初のスキーを経験したり、フランス人の友人の

家で料理や生活文化を堪能したり、たくさんの出来事が

ありました。 

 

毎月、この文面に書ききれないほど多くの出来事や発見、学びがあります。時が過ぎ、ただ

の思い出として残るのではなく、確かな経験と知識として両腕に抱えてゆけるよう、日々を大

事に生きたい。そんなことを思います。また、すべての方に感謝の気持ちでいっぱいです。 

生まれて初めてのスキーと 

降り積もった雪（九州育ちなので） 


